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緒 言

従来,医学用動物実験では,家兎はたやす く

入手出来,且つ大 きさが適当なため手軽に実験

出来 る関係か らか,比較 的 よ く用 い られてい

る｡

そ こで本篇では,家兎肺に於ける気管支動静

脈系と脈動静脈系との相互関係を検索 し,併せ

て第 1篇及び第 2篇において述べている犬や山

羊の気管支動静脈系と肺動静脈系との相互関係

辛,人の場合 におけるそれとを比較検討 したの

で以下その人要を報告す る｡

第 1章 研 究 対 象

研究対象は 1.2kgか ら 2.5kgの健常家兎56

羽である｡

第 2章 研 究 方 法

研究方法は第 1篇に於ける犬の場合と同一の

方法によって行っているが,その内訳は第 1表

の通 りである｡

第 3章 成練綜括並びに考按

第 1節 気 管 支 動 脈

第 1項 起 始 及 び 数

家兎に於ける気管支動脈の起始を著者が56例

中の42例について検索 したところ,何れ も左右

の内胸動脈,肋間動脈及び大動脈等から起って

お り,第 2表及び第 1図のように分類す ること

が出来 る｡

第 1型 とは,左右の 内胸 動 脈 か ら起 るもの

で,起始部は最上位肋間動脈と殆んど同一の部

位か ら起っている｡

木型は左右 1本宛起 るもので,第 1図のよう

に縦隔表面を夫 々下行 し,第Ⅳ肋間動脈の高 さ

で同側の肺門に達 してお り,42例巾24例 (57.2

%)にみ られ,最 も頻度の高い ものである｡ 即

ち,過 半数が第 1型 となるわけである｡

第 2型 とは,第 1岡のように右内胸動脈か ら

1本の主幹 として起 るもので,右側縦隔表面を
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以上家兎における気管支動脈の起始について

みると,大多数例では内胸動脈から,極めて少

数例では肋 間動脈や人動脈腹側等からも起 り,

起始の数は 1乃至 2本となっている｡ 従って犬

や山羊及び人の場合とは起姉部が著 しく巽 ると

いうことができる｡

家兎の気管支動脈の起好部については,既に

Verloop20)(1949)の報告があるが,何れ も右の

内胸動脈から起るとしている｡ 併 しなが ら,著

者の検索例では,前述の通 り,両側から起るも

の 方ゝが多 く,叉僅か 3例 とはいえ,肋間動脈

や人動脈腹側等か らも起っている｡ 従って家兎

を使って動物実験を行う場合にはその点につい

て注意 しなければならぬと思われる｡

第 2項 分布並びに走向

Ⅰ.肺外気管支動脈

犬,山羊及び人等では,肺門の高さと略々同

じ高さか ら起るので,起始郡か ら肺門に達する

迄の距離が比較的短 く,従って肺外気管支動脈

の分布部位は,肺 門附近の縦隔のみに限 られて

いるのに反 し,家兎の場合には,第 1図及び第

2図のように胸廓の比較的上部で,内胸動脈か

ら起っているので,肺門に達する迄の呂巨離は比

較的長 く,又縦隔下部や横隔にも分枝が分布す

るので,起始部か ら出た気管動脈は肺外におい

て極めて広汎な分布範囲を占めることになる｡

第 2図は家兎の大動脈にモルヨ ドールを注入

して レ線写真を撮ったものであるが,この例は

右内胸動脈か ら両側肺に分布する気管支動脈が

起っており,著者の分類では第 2型に相当して

いる｡

内胸動脈か ら起った気管支動脈は,先ず比較

的上部の右側傍気管 リンパ節に小枝を出し,以

下肺門に達するまでの間に縦隔,食道,傍気管

気管支 リンパ節 に夫 々小 枝 を 出しつ 下ゝ降す

る｡ 又 この一部は第 2次気管支起始部附近まで

の気管,気昭文壁 にも広 く分布 している｡

Ⅱ.肺内気管支動脈

A 気管又壁

気管支壁を走行する気管支動脈の分布並びに

走行をみると,第 3図のように外膜 (線維層)
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を走行するものが最 も太 く,次いで固有層,粘

膜層の川酎こ細 くなっており,線維層及び配有層

では気管支の走行に平行 して縦走 しているが,

粘膜層では気管支壁を穿通 しており,気管支の

走行とは垂直方向に走行す ることになる｡

以上の関係は犬,山羊及び人等の場合と略々

同様となっているが,末梢部においては第 4図

のように山羊や人の場合よりも毛細血管の ne-

tworkが少な くなっている｡

1 軟 骨 膜

軟骨膜に分布する気管支動脈の走l如ま犬,山

羊及び人等と同様に気管支壁を縦走する比較的

太い気管支動脈か ら垂直方向に分岐 した後,各

気管支軟骨の上,下縁に沿ってメ 々輪状に走っ

ている｡

2 リンパ節

家兎においては山羊の場合のように,肉眼的

に肺内にある リンパ節をみることはできず,顕

微鏡的観察によってのみ認 め られ るにす ぎな

い｡ このような肺内の リンパ節を露微鏡Tにみ

ると,その部の動脈性血管は凡て気管支動脈に

由来 している｡

B 肺動静脈壁

肺動静脈壁に分布する気管支動脈の分布は,

犬, 山 羊及び人等の場合と同様に,気管支壁の

それよりもはるかに少 く,又肺動静脈について

その壷を比較すると肺動脈壁のもの ゝ方がJjFli静

脈壁のものよりも多い｡

C 肺胸膜

気管支動脈の起始部か ら色素加ゼラチンを注

入 してみると,両側下葉の背面か ら後部縦隔面

にかけて胸膜内に気管支動脈が分布するのがわ

かる｡

又縦隔面の胸膜では,肺門部を中心として放

射状に配列する気管支動脈が認められる｡ しか

しながら,人や山羊のように豊富に分布するも

のではな く,量的には極めて少い｡

このこと ,ゝ前述の気管支種や肺動静脈状に

おける気管支動脈の少いこと 考ゝえ併せると,

気管支動脈を中心 とする動物実験には,利 用価

値 としては,両羊よりも少いのではないかと考

えられる｡
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第 2節 気 管 支 静 脈

家兎の気管支静脈には,両羊や人の場合と同

様に肺外気管支静脈と肺内気管支静脈とが認め

られるっ

第 1項 肺外気管支静脈

既に述べたように肺外気管支動脈は気管から

第 2次/i浮T･友起始部附近まで気管,気管支壁に

分布 しているが,肺外気管支静脈は第 2次気管

支起始部から中枢側の気管支及び気管下半部の

血液を集めて,奇静脈及び半奇静旅に注いでい

る｡

第 2項 肺内気管支静脈

肺内気管支l削 沢を検索す る目的で肺血管の漕

流に引続き,気管支動脈内に色素加ゼラチンを

注入 した標本によって観察すると,56例中 2例

において,第 2次気管支起始部附近から起った

気管支静脈が, 肺静脈へ注 ぐのを認めている｡

第5図は,その写/主図で,人の場合の肺内気

管支静脈長杖に相当しており,分布並びに走向

を詳細にみると,この肺内気管支静脈長枝は,

気管支嘩 上を肺内気管支動脈に隣接 し,平行に

走行しており,前述のように第 2次気管支起始

部附道から11冊弓部の肺静 脈に連 な る ものであ

るO

以上のような怖内気管支静脈が,少数例なが

ら認められたということは,この点では山羊よ

りも人の場合に近いということができる｡ その

第5図 肺内気管支静脈長枝
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気管支壁や,晒静脈壁においてほ,人, 山羊及び人o

j場合と同様に怖内気げミニ支静脈短技が広汎

に分布するのが認められる｡この血管は比較的

短い 経路の後に,分布部位の近 くの肺静

脈小枝の中 に注いでいる｡第 3節 気管支動脈と気管支静脈との

相互関係気管支 動脈は陣外気管

支動脈と柚 Jll気管支動脈とに分れ,肺外

気管支動脈は縦隔諸器管や,傍気管,気管 ‥支 リンパ節に分布 し,夫 々の

部位で毛綱血管に岐れ るOこの毛細血管は肺外気

管,-･友静脈となり,肋間静脈や奇静脈又は

半奇静脈を経て右心に注いでいる｡尚肺外気竹友

動脈 に由 来す る毛細 rlL管は,以上の帖外気

管支静脈と連なる外,縦隔に分布する大循環系

の静脈と連なるものもある｡この場合で も,結

局肋間静脈や奇静脈又は半奇静脈を経て右心に

注 ぐので,途申に連 らなる静脈性血管が違って

はいて も,要するに帖外気管支動脈内に流れる血液が右心に注 ぐという点で

は変 りがないわけである｡構内気管支動脈

内を流れる血液は,帥内 で毛細血管に岐れたの

ち, 肺 門部の一部では肺内気管支静脈長枝,肺

門郡の大部分及び凡ての肺内のものは肺内気管

支静脈短枝を経て,何れ も肺静脈に注ぎ

,更に左心に連なっているO以上でもわかる

ように肺内の気管支動脈は凡ての分布部位で,

毛細血管を経て気管友静脈に連なるもので,毛細 血管を介さぬものやその他

の交通路は認められない｡第 4節 気管支動静脈と肺動静脈と

の相互関係この関係を述べ

るに当って,肺動 静舵の柿内における分布や走向について

先ず述べることにする｡第 1項 肺

動脈と肺静脈との相互関係家兎の帖動脈は

,気管支に隣接 して平行に走行 し,肺の末梢部

に向う｡ その間順次分岐 してLJ径は細 くなり,最
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で半寵状の毛細血管となり肺静脈に移行する｡

以上の関係は,犬,山羊及び人の場合と全 く

同様な所見 となっており,毛細血管を経ずに直

接肺静脈や気管支動脈と交通するものは 1例 も

認められない｡

第 3項 気管支静脈と肺動脈との相互

関係

肺動脈からする血流は,前述のように肺動静

脈問毛細血管を経て肺静脈に注いでおり,又気

管支動脈からす る血流 は所属 毛細血管綱を経

て,大部分,即ち,肺内では肺内気管静脈に,

他の一部,即ち,肺外では肺外気管支静脈を経

て肋間静脈,奇静脈叉は半奇静脈に夫 々注いで

いる｡

以上の関係からみてもわかるように,肺内で

は,肺動脈と気管支動脈とは末 々別個の経路を

とり,気管支動脈と交通する気管支静脈が肺静

脈に注いで,所謂,静脈血混合なる現象が起る

わけである｡ これ らの関係は犬や人の場合と全

く同様になるわけである｡

結 論

以上,著者は健常家兎56羽について,第 1第

及び第 2篇の場合と同様な実験方法を用い,肺

動静脈系と気管支動静脈系との相互関係を検討

した結果以下の結論を得た｡

1)家兎の気管支動脈は,大多数が左右の内

胸動脈から,少数のものは肋間動脈や大動脈か

ら1乃至 2本起り,鎖骨下動脈から起るものは

認められない｡

2)気管支動脈の起始は 4型に分類すること

が出来,左右の内胸動脈から各 1本宛起る第 1

型が最 も多 く,57.2%の頻度にみられる｡

3)第 2型とは,右内胸動脈から独立 した 1

本の枝として起るもので,33%の原皮にみられ

る｡

4)第 3型とは,右内胸動脈と右第Ⅳ肋間動

脈とからチ 々1本宛起るもので 4.7%の節度に

みられる｡

5)第 4型とは,第Ⅳ肋間動脈起始部よりも

稗々上部の大動脈陸側から直擾 1本の主幹とし
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て起るもので,2.4%の頻度にみられる｡

6)気管支動脈は,肺外気管支動脈と肺内気

管支動脈とに分れるが,前者の分布範囲は犬,

山羊及び人等の場合よりも広汎に捗っている｡

肺内気管支動脈の分布並びに走向は犬,山羊

及び人等と略々同様であるが,末梢部における

毛細血管の networkはそれらに比べて少ない｡

7)肺内気管支静脈長枝は犬や山羊では認め

られぬが,家兎では人の場合と同様に認められ

る｡

8)気管支動静脈問は前述の動物の場合と同

様に毛細血管を介 してのみ交通 している｡

9)気管支動静脈と肺動静脈との相互関係を

みると,肺動脈からす る血液は凡て毛細血管を

介 して肺静脈に交通 し右心に注いでおり,又肺

内気管支動脈からする血液は毛細血管を介 して

肺内気管支静脈に交通 し,これから更に肺静脈

を経て左心に注いでいる｡ 肺外気管支動脈の血

液は毛細血管を介 して気管支静脈に交通 し,こ

れから更に,肋間静脈,半奇静脈又は奇静脈を

経て右心に注いでいる｡

以上の諸成績でもわかるように家兎の場合に

は肺内気管支静脈長枝が認められる点では人の

場合と同様であるが,気管支動静脈の分布は山

羊や人の場合よりもはるかに少ない｡従ってこ

れ らの諸成績は家兎における肺循環の生理並び

に病態生理学的諸問題の解明に当って,多 くの

示唆を提示するものであると思われる｡
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右内胸動脈

気管支動脈

線 離 層･の
気管支動脈

固 有 骨 の
頁管安軌脈

気管支軟骨

京大結研紀要 第 7巻 第 3号第 2図 右内胸動脈から起る気管

支動脈 (家兎の大動脈にモルヨ

ドールを注

入 してレ線撮影)下行大動

脈机隈盾の

気管支動 脈気 管 貫 咋第 3図 気管支壁の線維層,固有

層及び粘膜層を走行する気管支

動脈 (色素加ゼラチン注入標


